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現
在
策
定
中
の
環
境
基
本
計
画

素
案
で
は
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
」
と
し
、
市
の
役
割
と
し
て

は
、
「
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
努

め
ま
す
」
「
導
入
に
対
し
助
成
し

ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

本
市
で
は
、
す
で
に
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
関
連
設
備
設
置
助
成
事
業
、

住
宅
用
給
電
シ
ス
テ
ム
導
入
助
成

事
業
、
電
気
自
動
車
購
入
助
成
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
」
を
掲
げ
た
環
境

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
初
年
度

と
な
る
２
０
１
４
年
度
予
算
で
は

こ
れ
ら
３
つ
の
事
業
は
、
総
額
１

８
４
０
万
円
か
ら
１
１
０
８
万
円

と
、額
に
し
て
７
３
１
万
２
千
円
、

率
に
し
て
約　

％
の
減
と
な
っ
て

４０

い
ま
す
。
さ
ら
に
同
計
画
素
案
で

は
、
再
エ
ネ
施
策
に
つ
い
て
、
な

ぜ
か
目
標
値
は
設
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
市
が
こ
れ
ま
で

目
標
値
を
設
定
し
取
り
組
ん
で
き

た
Ｃ
Ｏ
�
削
減
率
も
目
標
値
が
消

え
て
い
ま
す
。
当
局
は
、
財
源
を

考
慮
し
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
目
標
値
を
設
定
し
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
環
境

分
野
に
お
け
る
財
源
の
優
先
順
位

を
判
断
す
る
た
め
に
も
、
目
標
値

を
明
記
し
た
基
本
計
画
を
策
定
し
、

計
画
と
施
策
、
財
源
の
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
当
初
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

２ 

ど
本
市
の
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算

配
分
で
あ
り
な
が
ら
、災
害
対
策
、

医
療
連
携
な
ど
の
行
う
べ
き
事
業

は
き
ち
ん
と
行
い
、
シ
テ
ィ
ー
セ

ー
ル
ス
、
中
学
校
給
食
な
ど
新
規

事
業
に
も
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
申

し
分
な
い
予
算
で
あ
る
と
高
く
評

価
し
ま
す
。
ま
た
全
国
の
生
活
保

護
受
給
者
が
伸
び
続
け
て
い
る
中
、

生
活
保
護
費
が
前
年
度
比
２
３
０

０
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
就
労
支
援
相
談

員
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
根
気
強

く
、
ま
た
き
め
細
か
く
就
労
支
援

や
自
立
支
援
を
さ
れ
て
い
る
成
果

で
あ
り
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

市
長
は
平
成　

年　

月
に
就
任

２０

１０

さ
れ
、
本
年
で
６
年
目
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
日
本
経
済

の
低
迷
が
続
く
中
に
あ
っ
て
、
厳

し
い
財
政
状
況
下
、
市
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
今
日

ま
で
市
政
の
円
滑
な
運
営
に
全
庁

一
丸
と
な
り
、
知
恵
を
出
し
、
創

意
工
夫
を
重
ね
ら
れ
、
平
成　

年
２２

度
に
は
９
年
ぶ
り
に
単
年
度
黒
字

を
計
上
し
、
以
来
３
年
続
け
て
黒

字
と
な
り
、
一
歩
一
歩
着
実
に
事

業
施
策
の
進
展
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
大
い
に
評
価
す
る
と
と
も

に
、
市
民
を
代
表
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２５

補
正
予
算
（
第
５
号
）
で
は
、
平

成　

年
度
以
降
に
計
画
し
て
い
た

２６
小
・
中
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
ほ

か
５
事
業
や
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
供
用
済
み
用
地
の
買
い
戻
し

な
ど
を
、
平
成　

年
度
事
業
に
前

２５

倒
し
し
て
実
施
す
る
と
し
て
お
り
、

市
長
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
る
９

つ
の
将
来
目
標
の
早
期
具
現
化
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
座
間
市

２６

一
般
会
計
予
算
で
は
、
懸
案
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新
規
事

業
や
拡
充
、
継
続
事
業
な
ど
き
め

細
や
か
な
施
策
、
事
業
の
推
進
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
長
は
じ

め
担
当
職
員
の
努
力
を
大
い
に
評

価
い
た
し
ま
す
。

　
　

新
政
い
さ
ま
（
長
谷
川　

光 
議
員
）

平
成　

年
度
予
算
編
成

２６
市
長
並
び
に
職
員
の
取
り
組
み
を
評
価

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

新
年
度
予
算
に
反
対　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ぜ
目
標
値
を
設
定
し
な
い
の
か

２
・　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２１

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２４

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２８

３
・
３
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

４
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

６
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

７
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１２

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１４

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１９

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２４

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２５

第
１
回
定
例
会

　
　
　

・
静
岡
県
袋
井
市
議
会
行
政

２７

視
察
来
庁

４
・
２
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

　
　
　

・
県
央
八
市
議
会
議
長
連
絡

１７

　
　
　
　

協
議
会
定
例
会
及
び
議
長

　
　
　
　

研
修
会
…
栃
木
県
宇
都
宮

　
　
　
　

市
（
〜　

）
１８

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期

２２

総
会
…
千
葉
県
千
葉
市

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２４

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

２５

　
　
　
　

定
例
会
…
横
浜
市

５
・
８
・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

　
　

９
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
行

１４

　
　
　
　

政
視
察
…
岩
国
基
地
、
広

島
県
呉
市
、
海
上
自
衛
隊

呉
基
地
（
〜　

）
１６

　

国
内
友
好
都
市
交
流
事
業
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
須
賀
川
市
に
加

え
大
仙
市
と
の
交
流
も
予
算
化
さ

れ
ま
し
た
。
震
災
前
よ
り
重
ね
て

き
た
須
賀
川
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
と
同
様

の
関
係
が
大
仙
市
と
も
育
く
ま
れ

る
も
の
と
期
待
し
評
価
し
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
に
お
い
て
は
、
ス

マ
ー
ナ
市
と
の
交
流　

年
を
経
て
、

２５

そ
の
振
り
返
り
と
今
後
の
事
業
の

見
直
し
の
た
め
の
訪
問
団
の
予
算

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
相
互
交
流
は
課
題
を
残
し
な
が

ら
も
、
一
方
で
は
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
き
た
と
捉
え
ま
す
。
発
展

的
見
直
し
が
さ
れ
な
が
ら
、
引
き

続
き
青
少
年
の
育
成
、
海
外
と
の

か
け
橋
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く

た
め
の
訪
問
と
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
全
体
を
通

じ
、
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
の
趣
旨
に
の

っ
と
り
、
各
所
管
事
業
の
中
で
、

障
が
い
者
事
業
所
に
業
務
委
託
で

き
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を
常

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
し
ま
す
。
同
法
の
努
力
義
務
は

障
が
い
福
祉
課
の
み
で
は
な
く
、

行
政
全
体
に
わ
た
り
課
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
心
し
て
、
新
年
度
が

本
市
に
お
け
る
優
先
調
達
元
年
と

な
る
べ
く
予
算
執
行
結
果
が
得
ら

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

各
交
流
事
業
に
賛
成

優
先
調
達
法
へ
全
庁
あ
げ
て
の
取
り
組
み
に
期
待

選
択
式
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に
決
ま

っ
た
中
学
校
給
食
の
本
格
実
施
に

向
け
た
速
や
か
な
取
り
組
み
を
望

み
ま
す
。

　

総
じ
て
長
年
、
市
民
か
ら
の
要

望
も
多
く
懸
案
で
あ
っ
た
、
多
く

の
事
業
が
網
羅
さ
れ
た
積
極
的
な

予
算
編
成
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２５

算
で
は
、
小
・
中
学
校
の
外
壁
工

事
な
ど
当
初
は
平
成　

・　

年
度

２６

２７

で
予
定
し
て
い
た
７
事
業
、
２
億

６
千
万
円
余
が
計
上
さ
れ
、
そ
の

財
源
は
平
成　

年　

月
か
ら
半
年

２５

１０

間
、
職
員
給
与
費
を
削
減
し
た
金

額
が
充
当
さ
れ
ま
す
。
職
員
給
与

削
減
分
は
防
災
・
減
災
の
事
業
に

充
当
す
る
予
定
で
し
た
の
で
、
本

来
の
目
的
に
応
じ
た
使
途
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
災
害
時
の
安
全
対

策
が
一
歩
進
ん
だ
と
高
く
評
価
し

ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
で
は
平

２６

成　

年
２
月
に
設
置
さ
れ
た
緊
急

２４
財
政
対
策
本
部
の
取
り
組
み
や
公

共
施
設
利
活
用
指
針
の
作
成
な
ど

行
政
改
革
を
進
め
、
既
存
施
設
の

有
効
活
用
、
協
働
事
業
の
推
進
な

　

ざ
ま
大
志
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

行
政
改
革
や
職
員
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
の
一
つ
は
、

消
費
税
率
５
％
か
ら
８
％
へ
の
増

税
分
を
織
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
に
お
け
る
消
費

税
額
は
５
憶
６
２
２
６
万
円
余
で
、

そ
の
う
ち
増
税
分
は
２
憶
１
０
８

５
万
円
余
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
消
費
税
額
は
９
７
６
５

万
円
余
、
う
ち
増
税
分
は
３
６
６

１
万
円
余
、
水
道
事
業
会
計
の
消

費
税
額
は
２
３
３
５
万
円
余
、
う

ち
増
税
分
は
８
８
０
万
円
余
で
す
。

共
産
党
は
消
費
税
増
税
に
反
対
し

消
費
税
の
廃
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
消
費
税
は
低
所
得

者
ほ
ど
負
担
が
重
く
、
経
済
的
弱

者
を
踏
み
つ
け
る
不
公
平
税
制
だ

か
ら
で
す
。
ま
た
中
小
企
業
の
多

く
が
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
廃
業
や

倒
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
増
税
は

国
の
経
済
と
財
政
に
深
刻
な
危
機

を
も
た
ら
す
こ
と
は
過
去
の
例
か

ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

本
市
は
県
下
で
唯
一
、手
数
料
、

使
用
料
に
消
費
税
５
％
を
課
し
て

お
り
、
引
き
続
き
維
持
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
き
っ
ぱ
り
廃
止
す

べ
き
で
す
。
本
市
と
し
て
避
け
て

通
れ
な
い
、
や
む
を
得
な
い
増
税

に
伴
う
予
算
措
置
で
は
あ
っ
て
も
、

国
会
に
お
い
て
消
費
税
増
税
法
案

と
そ
の
予
算
に
反
対
し
、
消
費
税

の
廃
止
を
求
め
て
い
る
党
の
立
場

か
ら
、
本
市
の
新
年
度
予
算
案
に

反
対
し
ま
す
。

　
　

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

消
費
税
廃
止
を
求
め
る
立
場
か
ら

予
算
案
に
反
対

　

実
施
計
画
事
業
を
網
羅
し
た
平

成　

年
度
予
算
に
連
動
し
た
補
正

２６
予
算
及
び
国
の
大
型
補
正
に
対
応

し
た
事
業
に
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
懸
案
で
あ

っ
た
小
児
医
療
費
助
成
事
業
に
お

い
て
、　

月
か
ら
対
象
年
齢
を
、

１０

小
学
校
６
年
生
修
了
ま
で
に
拡
大
、

ま
た
、
保
育
の
充
実
を
図
る
施
策

や
３
カ
所
目
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
新
設
、
入
所
待
機
者
の
解

消
を
目
指
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム　

床
の
増
床
及
び
１
０
０
床

３０

の
新
設
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
支

援
の
充
実
や
高
齢
社
会
に
対
応
し

た
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
防
犯
・
防
災
対

策
の
強
化
や
、
消
防
活
動
の
新
た

な
拠
点
と
な
る
新
消
防
庁
舎
の
建

設
、
長
年
懸
案
で
あ
っ
た
多
く
の

都
市
部
関
係
事
業
の
進
展
が
図
ら

れ
て
お
り
、
今
後
の
事
業
展
開
を

大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
関
係
で
は
、
平
成　
２６

年
度
中
に
全
小
・
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
完
了
す
る
な
ど
の

施
設
整
備
を
評
価
し
ま
す
。ま
た
、

　

公
明
党
（
小
野　

た
づ
子 
議
員
）

実
施
計
画
事
業
を
網
羅
し
た

　
　
　
　

予
算
編
成
を
評
価
！


